





















長を始めとして多くの方々にお世話になっているが、その学会のテーマは「Global/Regional/Local Health and 
Epidemiology in A Changing World」であり、埼玉県大の目指すところとつながるところがある。そういう
意味では、ノーベル賞級の研究も重要だが、地域に密着した研究もまた、特に地域住民にとっては重要なので
ある。多少皮肉っぽく言えば、細胞内でのタンパクのオートファジーの研究よりも、来たるべき超高齢化社会
を地域がどのようにして乗り越えるのかという課題に対する研究の方が、地域住民にとっては重要で切実なの
である。 
埼玉県大が創設されて20年近くになろうとしている。現在の筆者の自治医大でのポジションの前任は埼玉県
大2代目学長の柳川洋先生で、柳川先生が大学の創設と同時に副学長として赴任されたので、その後任として
そのとき以来教授を務めている。その関係で埼玉県大では創設以来、うろうろとして、時にはお酒をいただい
たりもしたが、前任の川口毅先生（元昭和大学教授）の後を受けて研究評価委員長を務めさせていただくよう
になった。自らの研究については棚に上げて、他の研究者の研究を評価するとは何事か、とお叱りを受けるの
は覚悟の上だが、埼玉県大の応援団として、外野席から応援旗を振っているつもりである。 
今年度、埼玉県大では研究開発センターが設立され、研究推進に向けてハード面、ソフト面ともにこれまで
以上に充実し、進化している。最近のご時世では、「すぐに役立つ研究」や「すぐに役立つ人材」が求められて
いる。しかし一方で、「すぐに役立つ」ものは「すぐに役立たなくなる」のも事実である。足下へのバントのよ
うな地域に密着した地道な研究に加えて、時には外野応援席を超えて飛んでいく場外ホームランのような研究
が出ることも期待したい。 
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